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社
会
資
本
整
備
審
議
会
・

東
日
本
大
震
災
以
降
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
給
は
一
段
と
逼
迫

交
通
政
策
審
議
会
は
十
二
月

二
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中

央
合
同
庁
舎
三
号
館
で
第
十

九
回
技
術
部
会
（
部
会
長
・

磯
部
雅
彦
高
知
工
科
大
学
学

長
）
を
開
き
、
新
た
な
国
土

交
通
省
技
術
基
本
計
画
の
原

し
て
お
り
、
国
民
生
活
や
経

済
活
動
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
産
業
・

運
輸
部
門
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
が
減
少
す
る
一
方
で
建

築
物
部
門
は
大
幅
に
増
加

し
、
全
体
の
三
分
の
一
を
占

め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
昨
年
七
月
に
規
制
・
誘

導
措
置
に
よ
っ
て
建
築
物
部

門
の
省
エ
ネ
対
策
を
抜
本
的

に
強
化
す
る
建
築
物
省
エ
ネ

法
が
公
布
さ
れ
た
。
建
築
物

案
を
ま
と
め
た
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
、

Ａ
Ｉ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活

用
し
、
建
設
現
場
に
お
け
る

生
産
性
向
上
な
ど
を
推
進
し

て
い
く
。
来
年
一
月
に
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
、
三
月
末
ま
で
に
正
式
に

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
を

環
境
省
、
Ｃ
Ｄ
Ｐ
（
国
際

Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
、
国
連
大
学
サ
ス

テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
高
等
研
究

所
は
十
二
月
五
日
、
東
京
・

渋
谷
区
の
国
連
大
学
ウ
・
タ

ン
ト
国
際
会
議
場
で
「
Ｗ
ａ

ｔ
ｅ
ｒ

Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
サ
ミ

策
定
す
る
方
針
だ
。

当
日
は
森
昌
文
国
交
省
技

監
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
今
年
は
生
産
性
革
命
元
年

と
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

進
め
て
き
た
。
し
か
し
国
土

交
通
行
政
に
的
確
に
反
映
さ

表
示
す
る
誘
導
措
置
は
今
年

四
月
か
ら
施
行
さ
れ
、
一
定

規
模
以
上
の
非
住
宅
建
築
物

の
省
エ
ネ
基
準
適
合
義
務
・

ッ
ト

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

Ｃ
Ｄ
Ｐ

２
０
１
６
ウ
ォ
ー
タ
ー
日
本

報
告
会
」
を
開
催
し
た
。
健

全
な
水
循
環
の
維
持
・
回
復

に
向
け
た
持
続
可
能
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
産
学
官
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

れ
た
と
は
言
い
が
た
い
。
新

た
な
技
術
基
本
計
画
策
定
へ

忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お
願

適
合
性
判
定
や
住
宅
事
業
建

築
主
が
新
築
す
る
一
戸
建
て

住
宅
を
対
象
と
し
た
住
宅
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
基
準
（
住
宅

事
業
建
築
主
基
準
）
な
ど
の

規
制
措
置
は
来
年
四
月
一
日

か
ら
施
行
す
る
予
定
だ
。

合
同
会
議
で
は
眞
鍋
純
国

土
交
通
省
住
宅
生
産
課
長
が

あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
来
年
四

月
か
ら
円
滑
に
施
行
で
き
る

よ
う
に
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
」
と
速
や
か
な

基
準
づ
く
り
を
要
請
し
た
。

住
宅
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
基

準
で
は
省
エ
ネ
性
能
を
向
上

さ
せ
る
目
標
を
定
め
て
断
熱

性
能
の
確
保
や
高
効
率
建
築

設
備
の
導
入
を
促
す
。
具
体

的
に
は
①
住
宅
事
業
建
築
主

ン
な
ど
を
繰
り
広
げ
た
。

同
省
は
健
全
な
水
循
環
に

つ
な
が
る
活
動
を
紹
介
し
、

水
の
大
切
さ
を
広
く
国
民
に

情
報
発
信
す
る
た
め
、
平
成

二
十
六
年
度
に
官
民
連
携
の

ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

い
す
る
」
と
述
べ
た
。

原
案
は
平
成
二
十
九
年
度

か
ら
五
カ
年
の
基
本
計
画
の

柱
と
し
て
①
安
全
・
安
心
の

確
保
②
持
続
可
能
な
成
長
と

地
域
の
自
律
的
な
発
展
③
技

術
基
盤
情
報
の
整
備

の

三
項
目
を
打
ち
出
し
た
。
生

産
性
革
命
の
一
層
の
推
進
へ

災
害
発
生
時
の
危
機
管
理
対

策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
の
向
上

に
努
め
て
い
く
。

が
平
成
三
十
二
年
以
降
に
新

築
す
る
一
戸
建
て
住
宅
が
建

築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能

基
準
な
ど
を
定
め
る
省
令
で

規
定
す
る
外
皮
基
準
に
適
合

す
る
こ
と
②
住
宅
事
業
建
築

主
が
各
年
度
に
新
築
す
る
一

戸
建
て
住
宅
の
設
計
一
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
合
計
が

同
年
度
に
新
築
す
る
一
戸
建

て
住
宅
の
住
宅
事
業
建
築
主

基
準
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
の
合
計
を
超
え
な
い
こ
と

と
し
て
い
る
。
年
間
百

五
十
戸
以
上
供
給
す
る
事
業

者
に
は
必
要
に
応
じ
て
国
交

相
が
省
エ
ネ
性
能
向
上
へ
の

勧
告
を
行
い
、
従
わ
な
か
っ

た
場
合
は
公
表
・
命
令
（
罰

則
）
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

を
立
ち
上
げ
た
。
今
回
の
サ

ミ
ッ
ト
で
は
官
公
庁
、
企

業
、
投
資
家
、
教
育
・
研
究

機
関
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら

水
へ
の
向
き
合
い
方
（
Ｗ
ａ

ｔ
ｅ
ｒ

Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
）
に

つ
い
て
認
識
を
深
め
た
。

当
日
は
行
政
・
業
界
関
係

者
な
ど
約
三
百
五
十
名
が
参

加
。
高
橋
康
夫
同
省
水
・
大

気
環
境
局
長
、
竹
本
和
彦
国

連
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
高

等
研
究
所
所
長
、
森
澤
充
世

Ｃ
Ｄ
Ｐ
ジ
ャ
パ
ン
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
ら
が
あ
い
さ
つ
し
、
活

発
に
意
見
交
換
し
た
。
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森技監

技術部会で意見交換

総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
等
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
座
長
・
川

瀬
貴
晴
千
葉
大
学
グ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ロ
ー
）
と
社
会
資
本
整
備
審
議
会
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
判
断
基
準
等
小
委
員
会

（
委
員
長
・
坂
本
雄
三
建
築
研
究
所
理
事
長
）
は
十
二
月
九
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
経
済
産
業
省
別
館
会
議
室
で

第
九
回
合
同
会
議
を
開
き
、
住
宅
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
基
準
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
住
宅
事
業
建
築
主
が
供
給
す
る

建
売
戸
建
住
宅
の
省
エ
ネ
目
標
を
定
め
、
効
率
性
の
高
い
建
築
設
備
な
ど
の
導
入
を
促
進
す
る
。
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国連大学に350名集う

有識者が合同会議開催
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